
による着色と考えられた。

本試験において、20 nlg/kg体 重/日 以上投与群の雄及び 80 mg/kg体重/日 以上

投与群の雌で PI「 増カロ等が認められたことから、無毒性量は雄で 5 mgなg体重/

日、雌で20 mgた g体重/日 であると考えられた。 (参照 9)

表 11 1年 間慢性毒性試験(イ ヌ)で認められた毒性所見
投与群

320 1ng/kg体 重′日 ・切迫と殺 (

・極度の食欲|

と役l11)

TP、 Alb及
TCI曽力|

着色使

甲状 l・liL対

PI」 ]]ナ曽
fJ劇

毒性 PIT見 なし

80 mg/kg体 重/日

以上

20 mg/kg体 重/日

以 L

5 mg/k書 体重 /日

(2)2年間慢性毒性/発がん性併合試験 (ラ ット)
Fischerラ ット (― 群雌雄各 80匹)を用いた混FII(原体 :0、 50、 200、 800
及び 1,600 ppnl)投 与による 2年間慢性毒性/発がん性併合試験が実施された。

各投与群で認められた毒性所見は表 12に示されている。

800 ppm以上投与群のtll雄で黄褐色～赤褐色尿が認められたが、検体の代謝物
に起因する着色と考えられた。200 ppin以 上投与群の雄で認められた眼球腫大は

眼球内出血に起因すると考えられ、例数は少ないが検体投与の影響と考えられた。

検体投与に関連した腫瘍性病変の発生頻度増加及び早期化は認められなかっ

た。

本試験において、200 ppm以 上投与群の雄で日長球腫大、800 ppm以 上投与群
の雌で牌のうつ血が認められたことから、無毒性量は雄で 50 ppm(225 mg/kg

体重/日 )、 雌で 200 ppm(雌 :116 mg/kg体 重/日 )であると考えられた。発が
ん性は認められなかつた。 (参照 3、 4、 9)

表 12 2年 間慢性毒性/発がん性併合試験(ラ ット)で認められた毒性所見

(3)18カ 月間発がん性試験 (マウス)
ICRマ ウス (一群 tr雄各 70匹)を用いた混餌 (原体 :0、 20、 50、 150及び
500 ppm)投 与による 18カ 月間発がん性試験が実施された。

各投与群で認められた毒性所見は表 13に示されている。

500 ppm投与群の雌雄で、代謝物に起因すると思われる尿の黄褐色～オレンジ

色化が認められた。また、肝マクロファージに認められた色素沈着について、対

照群及び 500 ppm投与群の肝における特殊染色の結果、沈着物質はリポフスチ
ン複合体である可能性が示唆された。また、各投与群の肝について PCNA染色
を実施した結果、雌雄ともに用量相関的な PCNA陽性細胞発現率の増カロが認め
られ、肝細胞の増殖活性克進が示唆された。

検体投与による月重瘍性病変の発現率に変化は認められず、特異的な腫瘍の発現

も認められなかつた。

本試験において、50 ppm以 上投与群の雌雄で肝マクロファージ褐色色素沈着

等が認められたことから、無毒性量は雌雄とも20 ppm(雄 :27 mg/kg体 重/日 、
雌 :35 mg/kg体重/日 )であると考えられた。発がん性は認められなかつた。(参
照 3、 4、 9)

投与群 雄 雌

1,600 ppm 体重増加抑制、食餌効率低下

APTT延長、 PLT増 カロ
Cre増加、TG減少

体重増加抑制

WBC増加
ナ トリウム減少

80o pplll

以上

・PT延長 ・牌 の うつ血

200 ppnl

以 上

・ l艮球腫大 200 ppm以 下毒性所見なし

50 ppm 毒性所 見な し

不振及び体重低下 (切迫

び Gbb減少

及 び比重量低下

・切迫と殺 (1例 )
・極度の食欲不振及び体重低下 (切迫
と殺例)
・TP、 Alb及び Glob減少
TヽG l曽カロ

20 mg/kg体重/日 以下毒性所見なし

・着色便

網ヽ状赤血球数増加
・PUr増力日
WヽBC及び Neu増カロ
甲状腺絶対及び比重量低下

表 13 18カ 月間発がん性試験(マウス)で認められた毒性所見
投 与群 雄 雌

500 ppm ・TP及び Glob減少
,肝炎症細胞巣

AST土曽カロ
肝絶対重量増加

150 ppm

以上
腎比重量

3増
加

肝比重量増加

腎糸球体アミロイド変性

Aビr増カロ
llfナ鍾 量増カロ

肝炎症細胞巣、門脈周囲脂肪化
50 1Dpnl

以上

・ALP、 ALT及びAST IPl力‖
・肝マクロファージ褐色色素沈着

月1:マ クロファージ褐色色素沈着

20 pprn 毒性所 見な し 毒性所見なし

体重比重量を比重量という(以 下同じ)。



12 生殖発生毒性試験
(1)2世 代繁殖試験 (ラ ット)
SDラ ット (一群雌雄各 25匹)を用いた混餌 (原体 :0、 100、 800及 び 1,500
ppm)投与による 2世代繁殖試験が実施された。
親動物では、800 ppnl以 上投与群の Fl世代雄で出血及び腫1長、1,500 ppm投

与群の P世代雌で1卑絶対重量の軽度な増加が認められた。

児動物では、800 pplll以 上投与群において、Fl及 び F2世代で離乳直後に出血、

腫月長及び死亡がみられ、さらに F2世代では開眼、包皮分離、精巣下降及び月空開

口が遅延 し、発育遅延が示唆された。

本試験における無毒性量は、親動物の雄で 100 ppm(P雄 :7 3 nlg/kg体重/
日、Fl雄 :8 2 11lg/kg体 重/日 )、 雌で 800 ppm(P雌 :69?mg/kg体重/日 、Fl
雌 :70 4 mg/kg体 重/日 )、 児動物で 100 ppm(P雄 :7 31ng/kg体 重/日 、P IUE:

8 7 1ng/kg体 重/日 、Fl雄 ;8 2 nlg/kg体 重/日 、Fl雌 :89 mgなg体重/日 )であ
ると考えられた。繁殖能に対する影響は認められなかった。 (参照 3、 4、 9)

(2)発生毒性試験 (ラ ット)
SDラ ット (一群雌 25匹)の妊娠 7～ 17日 に強制経日 (原体 :0、 50、 150、
500及び 750 mg/1くg体重/日 、溶媒 :1%MC)投与し、発生毒性試験が実施され
プ1。

母動物では、750 mg/kg体重/日 投与群の 4例及び 500 mg/kg体重/日 投与群の

l lllで 体表及び眼の褪色、立毛、不整呼吸、腟赤色分泌物 (出血)等の所見が認
められたため切迫と殺された。これらの動物では、剖検で子宮内出血、消化管内

容物の血液混在、血液の希薄化及び淡色化等の所見がみられたが、子官内には生

存号不が認められた。750 mg/kg体重/日 投与群の生存例では、妊娠子宮重量減少、

着床後胚死亡増加及び生存胎児数減少がみられた。その他の投与群では、検体投

年の影響は認められなかった。

胎児では、750111g/kg体重/日 投与群において、母動物に対する毒性に起因す

ると思われる骨格変異の発生頻度増加が認められた。

本試験における無毒性量は、母動物で 150 Hlg/kg体重/日 、胎児で 500 mg/kg

体重/日 であると考えら,ね,た。催奇形性は認められなかつた。 (参照 3、 4、 9)

(3)発生毒性試験 (ウサギ )
NZWウ サギ (―群雌 18例)の妊娠 6～ 18日 に強制経口 (原体 :0、 30、 60
及び 120 mg/kg体 重/日 、溶媒 :1%MC)投与し、発生毒性試験が実施された。
母動物では、120 11lg/kg体重/日 投与群の 5例 で著しい体重低下、摂餌量低下

及び流産が認められたため、切迫と殺された。同群の生存動物では一過性の摂餌

量低下、3例で羊水の褐色化が認められた。

胎児では、120 mg/kg体 重/日 投与群で過剰肋骨の発生頻度に軽度な増カロがみ

られたが、母動物に対する毒性に伴う一過性の変化と考えられた。

本試験の無毒性量は、母動物及び胎児で60 mg/kg体 重/日 であると考えられた。

催奇形性は認められなかった。 (参照 3、 4、 9)

13 遺伝毒性試験
アセキノシル (原体)、 代謝物及び原体混在物の細菌を用いた DNFゝ 修復試験

及び復帰突然変異試験、チャイニーズハムスター肺由来培養細胞株 (CHL)を 用
いた染色体異常試験並びにマウスを用いた小核試験が実施された。結果は表 14

及び表 15に 示されている。

アセキノシル原体を用いた試験の結果はいずれも陰性であった。代謝物

AKM 05の チャイニーズハムスター肺由来培養細胞株 (CHL)を用いた染色体
異常試験において、代謝活性化系存在下で染色体構造異常発現率の軽微な増加が

認められたが、マウス骨髄細胞を用いたカガ
"小
核試験では陰性であり、ラッ

ト及びマウスの試験で発がん性も認められなかったことも考慮すると、生体に

とつて特段問題となるような遺伝毒性はないと考えられた。 (参照 3、 4、 9)

注)+/S9:代謝活性化系存在下及び非存在下。 1':S tthimυ r′
“
ηでは、156 μg7plate以上 (S9)及び 625 μg/

plate以上 (+S9)で結晶析出、Eσ ttiで は 156 μg/plate(S9)の 1回 目を除き全ての濃度で結晶析出。

表 14 遺伝毒性試験概要(原体)
試 験 対 象 処理濃度 。投与量 結果

ut vttto DNA
修復試験

Saこ‐″s,ι2btilis

(H17、 M45株 )
1,44～ 1,110 μg/disk (‐ S9)

172～ 55011g/disk(+S9) 陰性

復帰突然

変異試験

Sa力ηοre■■a typhゴ
“
υ2iυ迦

(TA98、  TA100、

ヽヽ 1535、 ヽヽ 15371株 )
Es訪″ねリカω″
(WP22,量 株 )

くS″ρん力″万υ″>
977-625μ♂platC(S9)
195～2,500 μy platc(+S9)

くJcO■i>
156-5、 000 μg/plate (+/S9)

陰性 D

染色体異常

試験

チャイニーズハムスター

肺由来培養細胞株(CHL)
150～ 1,200 μζmL
(S9、 24時間及び 48時間)
481～ 3,850 μg/mL(+S9、 6時間)

陰性

卜核試験
ICRマ ウス骨髄細胞
(一群雌雄各 15匹 )

0、  1,250、  2,500、 5,000 mg/1(g体 [=

(1回経口投与〉
陰性



表 15 遺伝毒性試験概要(代謝物及び原体混在物)

チャイニーズハムスター

肺出来培養 l lH胞 休(CHL)

14 その他の試験
(1)原体混在物ADsNQの 毒性確認試験
ラットにおいて、10(1)の 90日 間亜急性毒性試験では高用量群で出血が認めら

れたが、8の急性毒性試験では認められなかった。しかし、アセキノシル原体中
の主要混在物であるADsNQは 、8の急性毒性試験でラットに出血を誘発した。
アセキノシル原体の連続投与で認められた出血に対する 』ヽNQの関与につい
て検討するために、Fischerラ ット (一群雄 6匹 )に 7日 間混餌 (アセキノシル
原体 :2,500 ppm、 ADsNQ:25及び 250 ppm)投 与し、検討試験が実施された。

その結果、アセキノシル投与群ではPT及び劇PTTの延長傾向が認められたが、
ADsNQ投与群ではPT及び」PTTの変化が認められなかつた。出血性変化はい
ずれの投与群でも認められなかつた。

ラットを用いた 90日 間亜急性毒性試験では、3,200及 び 1,600 ppm投 与群の

第 1週には出血を示唆する所見が観察された。この試験では純度 965%の アセキ
ノシル原体が使用された。アセキノシル原体中には通常 1%以下の川眺NQが含
有されるため、本試験で設定した 250 ppm投与群のADsNQは 、ラットの亜急
性毒性試験の最高用量群 (3,200 ppm)で 投与された_4DsNQ濃度よりも高い用
量であった。

したがつて、原体中に共存する量に相当するADsNQの 単独反復投与では、ラ
ットに出血性変化を誘起しないと考えられた。 (参照 9)

(2)AKM‐05の毒性について
EPAで は』卜311‐ 05は植物体内運命試験で 10%TRRを超えなかったものの、ナ
フトキノン骨格を有していることから、血液凝固に影響するとして、暴露評価対

象物質としている。(参照 3)

処理濃度 。投与量

小核 試 験

(力
“
予っ )

復 帰 突 然

変異試験

復帰突然

変異試験

チャイニーズハムスター

肺山来培養細胞株(CHL)

(「■ヽ 1,S、  TA100、
TA1535、 1■ 1537株 )
′]ごοル

(WP22"月 株 )

0、 2,000 mttkg体 重

(2回経口投与)

く
11:1イ :『li」111:(鉤  |
156～500 μg/plate(+S9)      1 套|ヒ
くE∽力>
313～ 5,000

15～60 μg/mL
(S9、 6時間、24時間及び 48時間 )
15～60μ″mL(+S9、 6日年間 )
<S rFpカカ

"′
rメυ
">

TA100、 ■ヽ 1535夕ヽ
244～ 313 μg/platc (― S9)

391～ 5,000 μg/plate(+S9)
TA98株
977～ 1,250 μg/plato(‐ S9)
391～ 5,000 μg/plate(+S9)
TA1537株
391‐-5,000 μgノ plate (‐ S9)

244～ 156 μg/plate(+S9)
くEω〃>
156～ 5,000μ

"plate t+ノ

S9)

750～ 600 μg/mL(S9、 24日寺間 )
250～ 200 μg/mL(S9、 48日寺間 )
300～ 4,000μ

"mL(+S9、

6口寺間)

te(+/S9)

1(TA98、 TA100
復帰突然

変異試験
TA1535、 ■u537株 )
]εο〃

(Wl)2υ "H株 )

156-5,000 pg/plate (+/-SS)

l器瑞:S量[}設 斃諄鱚 |
575^-2,300 rrg/mL (-S9. 6 rllrH)
57rD～ 2,300 μg/1nL (+S9、  6日寺間 )

原体混在物
ADsNQ

t',全 ての濃度で結晶析出。〕:‐ I S9の 金ての菌株において 39 1 μg/Plate以 上で結晶析出。



Ш 食品健康影響評価

参照に挙げた資 I.を用いて、農薬 「アセキノシル」の食品健康影響評価を実施 し

た。

動物体内運命試験の結果、吸収されたアセキノシルは消化管、肝、リンパ節、腎

に比較的高く分布 したが、蓄積性は認められなかった。主に糞中から排泄され、親

化合物の他、主要代崩1物 として N団■05及び A10v118が認められた。尿中の主要
代謝物は AKM‐ 14及び AICI1 15で あり、これらは酸化すると赤褐色に変化 した。

植物体内運命試験こ)結果、アセキノシルの植物体への吸収及び果実への移行性は

低く、また大吉F分が親化合物とヒ́て存在 していた。主要代謝物は AKM‐ 05及び
AICvI‐ 18であったが、いずれ t)10%TRR以下であつた。
アセキノシル及てゞ代訪1物 A10105を分析対象化合物とした作物残留試験が実施
されてお り、最高値はそれぞれ最終散布 (2回散布)7日 後に収穫 した茶 (荒茶 )
の 146及び 189m3/kgで あった。

各種毒性試験結果から、アセキノシル投与による影響は主に血液凝固系に認めら

れた。発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び生体にとって問題 となるよう

な遺伝毒性は認めら,1な かった。

各種試験結果:か ら,、 農産物中の暴露評価対象物質をアセキノシル (親化合物)及
び代謝物 AKM 05と 設定した。

各試験の無毒性量等は表 16に示されている。

食品安全委員会は、各試験で得られ′た無毒性量の最小値がラットを用いた 2年間

慢′性毒性/発がん性併合試験の 225 mg/kg体 重/口 であつたので、これを根拠として

安全係数 100で除した 0 022 mg/kg体 重/日 を一日摂取許容量 (ADI)と 設定した。

いの I

(ADI設定根拠資料 )

(動物種 )

(期 間)

(投与方法 )

(無毒性量 )

(安全係数 )

0 022 mg/kg体 重/日

慢 '性毒性 /発がん性併合試験

ラッ ト

2年間

混餌

225 mgノkg体重 /日

100

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認す

ることとする。

表 16 各試験における無毒性量等の比較

動物種 試験
投与量

(mg/kg体 重/日 )

無毒性 量 (mg/kg体 重/日 )D
農薬抄録 米E■l 食品安全委員会

ラット 90 日間

亜急性

毒性 試験

0、 100、 400、 1,600

3,200 ppnl

雄 304雌 :322

雌雄 :APTT延 長等

雄 :304雌 :322

11■雄 :APTT延 長等

に 304雌 :322

雌雄 :APTT延 長等雄 : 0、 757、 304、

120、 2532)

lt:0、 827、 322、

129、 2862)

2年間
慢性毒性/

発がん性

併合試験

0、 50、 20o、 800、

1 600 1DDin

雄 225 ll「 11 6

雄 1眠球腫大

雌 :牌 の うっ血

(発 がん性 は認め ら

れない )

雄 225雌 :462

雌雄 :眼球腫大 (凝血

障害 )

(発 が ん 性 は認 め ら

れない)

雄 225 ,雄 462

雄 :1長 球腫大

1雄 :月卑のうっJh

(発 がん性 は認め ら

れない)

雄 :0、 225、 902
364、 740
1雄 :0、 292、 116
462、 936

21■ lt

繁殖試験

0 、 100 、 800 、
1 500 ppm

親動物

P雄 :73 Fl雄
82
P雌 :692 Flll
704
児動物

P雄 :73「 l雄
82
P雌 :8 7 FlluF
89

親動物 :月卑絶対重量増

加等

児動物 :出■1、 腫脹及

び死亡等

(繁 殖能 に対 す る影

響は認め られない )

親動物

雄 :73 11L:134
児動物

雄 173 1雄  87

親動物 :雄 で Hll■

児動 FI:Hllせ 、1重 1晨及

び 死 亡 率 1曽

加等

(繁 殖 能 に対す る影

響は認め られ /tい )

87

134

親動物 :雄で出血及び

膨張、雌で牌

臓 絶 対 重 量

増加

児動物 :出血、腫脹及

び死亡等

(繁 殖能に対す る影

響は認められない)

雌

l」

物

　

物

動

雄

動

雄

親

　

児

73

73

P雄 :0、 73、 589
111

P'lr:0、 87、 692
134

「
l雄 :0、 82、 655
124

Fl'雌 :o、 89、 704
136

発生毒性

試験

0、 50、 150、 500、 750 母動物 :150 胎児 :

500

母動物 :着床後胚死亡

増加等

胎 児 :骨格変異の発
生頻度増加

(催 奇形性 は認め ら

れない)

母動物 :150 胎児 :

500

母動物 :内 Hl血徴候等

胎 児 :吸収胚増力1

マウス 90日 間

亜急 性

毒性試験

0、 100、 500、 1,000 雄 :16雌 21

雌雄 :肝細胞空胞化

雄 :16雌 :21

雌雄 :肝細胞空胞化0、 16、 81、 151

0、 21、 100、 231

雄

雌

18ヶ 月間

発がん性

試験

0、 20、 50、 150、 500

J雄雄 :月Tマ クロファー

ジ色素沈着等

(発 がん性 は認め ら

れない)

27 雌雄

雌雄 :肝細胞の褐色色

素 沈着 及び血

管周 囲の炎症

性肝細胞等

(発 がん性 は認めら

れない )

雌雄 27 雄 127 雌 :35

雌雄 肝マクロファー

ジ褐 色色素沈

着等

(発 がん性 は認 めら

れない)

f.F : 0.2.7. ?.0. 20.3
66.0
Uf : 0,3.5,8.7.26.3
86.0



動物種 試験
投与量

(n,罠/kgイ本重 /日 )

無毒性量 (mg/kg体 重/日 )1
農薬 l1/録 米 国 食品安全委員会

ウサキ 発生毒性

試験

0、 30、 60、 120 母 Ol」物及び胎児 :60

母動物 :羊水の褐色化

等

胎 児 :過剰肋骨の発
生頻度増加

(催 奇形 l■ は認めら

れない )

母動物及び胎児 :60

母動物 :切迫 と殺に至

る よ うな体

重低 下等

胎 児 :完全吸収胚増
カロ

母動物及び胎児 :60

母動物 :著 しい体重低

下、接餌量低

下、流産等

胎 児 :過剰肋骨の発
生 頻 度 に軽

度な増加

(催奇形性は認 め ら

れない )

イ ヌ 90日 間

亜急性

毒性試験

0、 `10、  160、  640
1,000

雄 40雌 40

雌雄 :ll重増加抑制等

雄 :40雌 :40

雌雄 :体重増加抑制等

雄 :40雌 :40

雌雄 :体重増加抑制等

1年間
1螢性毒性

試験

0、 5、 20、 80、 320 雄 5雌 :20

雄雄 :PIr増 加等

雄 :80 雌 :80

雌雄 :切迫 と殺 (食欲

不振、体重低下のた

め)

雄 :5 11t i 20

雌雄 :PLT増力日等

ADI
NOAEL:225
S「 : 100

Al)l:0022

NOAEL:27
UF:100
cRfD:0027

NOAEI′ :225
SF: 100
ADI:0022

ADl設 定 拠 資 ド フ ッ ト 2年間慢性毒
性
'発

がん性併合試験

マ ウス 18カ 月間発カ

ん性試験

ラッ ト 2年間慢性毒
性/発 がん性併合試験

<別紙 1:代謝物/分解物/原体混在物略称>

略称 化学名

代謝物

及び

分解物

AKM‐ 05 3- dodecvl-2-hvdroxv- 1, 4-naphthoq uinone
ndovI‐ o8 2-hydroxy-3-(2-oxododecyl) - 1,4-naphthoquinone
AICM‐ 14 2-hydroxv-3-butanoic acid' 1.4-naphthalenedione
迎 vI‐ 15 2-hydroxy-3-hexanoic acid- 1,4-naphthalenedione
AIOvl 18 2- ( 1, 2- dioxotetradecvl)-benzoic acid
AKlvI‐Al AЮv1 05の ドデシル側鎖 2位メチレン基の水酸化体

AI(M‐B2
アセキノシルのドデシル側鎖 2位メチレン基の水酸
化体

An/1‐B3 AKM Alの ク トン体
2-CBAA 2-carboxy-cr-oxo-benzene acetic acid

原体混在物 ADsNQ (原体混在物)

1)i無 毒性量欄 ■は 最小毒性量で認められた主な毒性所見等を記 した。
2)i全例が切連と殺されたため、死亡時まで,F「均検体摂取量



<別紙 2:検査値等略称 >

略称 名 称

有効5t分量

Alb アルブミン

AIフ P アル カ リ1,ス ファターゼ

ALT
アラニンアミノ トランスフェラーゼ

(ニ グルクミン酸ピルビン酸 トランスアミナーゼ(GPT))

APirT 活性化部分 トロンボプラスチン時間

AST
アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ

(=グルタミン酸オキサロ酢酸 トランスアミナーゼ(GOT))

Crll.、 最高濃度

Crc クしアチエン

DNISO ジメチルスルホキシ ト

FFA 遊高[」旨ll b酸

Fib フィプリノーーゲン

Glob グロプリン

LC;o 半数致死濃度

LD50 半数致死量

Lvln リンパ球

NlC lt/vt/v11 -A
Nou 好中球

PCNA 増殖性細胞核抗原

PI」
|ン
1旨質

PE■ 血小 llK数

PT プロ トロンビン時間

Trrr 消失半減期

TAR 総投与 (処理)放射能
T Chol #!.= v z-7 tL * ,'"

TG トリグリセリ |

Tm 最高濃度チ」達時間

TP 総蛋白質

TRR 総残留放身1能

VヽBC 白血球

<別紙 3:作物残留試験成績>
作物名

試験年度

使用量

(g ni■ a)

使

用

回

数

経

過

数

値     (nlgな g)留

的  分  tl 機  関 社 内 分 析 機 関

アセキノンル
合 .I 合 計

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値

温

'み
かん

(施設  無袋 )
(果 内 )

平成 7年

一
・４
一
”
一
知

一
　

一
１

５

一

３

1司

(果皮 )

０

一
，

．
■

”
一一
一″

”
一
“
一̈

(露地 無袋 )

(lι 実 )

Fヽ成 71F

一
６
一
●
一
”
一
知

鋤
一
知
一
ハ

け一̈
一̈

夏みかん

(露地、無袋)

(果 内 )

平成 7年

２‐
一”
一４４

一
７
一
Ｈ
一
”
一”
ｉ

仰一伽一̈



作物名

試験年度

使用量

(g aillla)

,更

,1

回

数

経 茂 留 値     (ingttg)

過 的  分  析 機  関 社  内 分  ″i 機  関

合 計 合 計
最高値 1平均値 最高値 平均値 最高値 平均 1直 最高値 平均値

夏みかん

(露地 無袋 )

(果皮 )

平成 7年

■́

“

一
“

一
“

一

“
一
ｍ
一
〇４
一
〇７

一
“

゛
一
０
一
０
一
０
一
〇

一
ゴ

＝

一
Л

一
“

一
“

‐４
・“
一ｍ

岬
一呻
一嘔
一』

０４
一
¨
一
〇３
一
“

同

一
■

“
一
コ
一
¨
一
・１・１

／／／／／／二
/ /

一̈咄一̈
一咄一』一０‐‐
/

一
一
Ｈ
一
Л
一
ｍ

一 //// /
伽一仰一伽一伽一仰一輌
/ /

“
一
¨
一
〇２
一
¨
一

０
一
０
一
Ｃ
一
０
一

夏みかん

(露也、無袋)

口

一
■

一
¨

一
“

抑一ｍ一岬一仰一仰

Ю
一
ｍ

一

(果内)

平成 9年

¨

一
０２

同

(果皮 )

一　

　

‐
‐

一

「　　　　一　　　　
鰤

‐ｔ
一
コ

一
”
一
“
一
　

一
詢
一
コ

一
¨
一
“

０４
一
６４
一
７〇
一
∞

ｍ
一ｎ一

同

(果実 )

一
Ｈ

一
創

一
知

一
“

/
/ / / /

一
●

一
■

一
加

一
５ / /

“
一
〇３
一
“
一
〇３
一
“

ｔ
一
〇
一
０
一
０
一
〇
/ 一̈け一 /

作物名

(分析部位)

試験年度

剤型●D

希釈倍数

使用量

使用方法

使

用

回

数

経

過

数

値 (ng&g)留残

分 析 機 関 社 内 分 析 機 関

ハこ0405
合 計

アセキノンル
合 計

最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値

露地 無袋 )

(果実 )

平成 7年 / / / / /
３４
一３５
一２３
一”

一　

一　

一

０５
一
〇６
一
〇４
一
¨
請

か |ま す

(露地 無袋 ,

(果実 )

平成 7年

０
一
２
ち
一■
〓
２
一
２
/ / / / / 咄一咄一̈

す だ ら

(露地 無袋 )

(果実 )

平成 7年

一
一

‐４
一
■
一
”
ｉ
/ / / / /

な  し
(露地、無袋 )

(果実)

14成 7年 ■

Ｈ
一”
孫

”
一
％
一

咄一咄一

な  し
(露地 無袋 )
(果実)

平成 8年

一如．』一０‐７一ｍ一嘲・

“
一〇４

７
一
口
一
２‐
一
”

仰一］一哩一咄一呻

一̈〇３．一〇１．一〇〇７一〇〇５

(露地 無袋 )
(果実 )

平成 13年

っ

荀
一
っ
０３４一̈



作物名

試験年度

斉1型 IⅢ )

,釈 倍リ
使用量
使用方セ

使

用

Fl

族

在

Ｌ

障

ユ

戌 留 イ直      (ngllく g)

公 的 分 析 分 析 機

ご嵩予編 1平均値
合 計

…

馘 合 計

も   も
(露地、無袋 )

(果実)

平成 8年

”
一”

一̈̈
枕一̈
一咄一ｍ一

「司

(果皮)

「一「一瑯一

おうとう

(施設
'

(果実)

平|'8年

コ

パ
一

　

．●

Ｈ

コ
．
卦

昴
．
Ｈ
一
い
・
佗
一
¨

ｒ
一
“

セ
・
”

０

一
０

一

叫

ｆ

“
一
２
一
¨

仰一咄一呻一嘲一

，■
二
１
一９
一

抑一』一崚一̈
一

な  ,
(施設)

(果実)

平成 7年

１

一
３

一

¨
一̈
一

一
一ヽ
一暫

一̈〇Ｏｆ‐一〇〇６

な  す

(施設 )

(果実 )

平成 9年

崚
一〇７
一
曖
一
陀

抑一昭一呻一

す い か

(施設)

(果実)

平成 8年

●
一
Ю

Ｏ
一
●

ｍ
一
¨
・
莉
一
ｍ

く001

作物名

試験年度

使用量

(g aiハ a)

使

用

回

数

経

過

数

留 4直     (n〕 grkg)

公  的 分  析 機 内 分 析 機 関

合 計
最高値 1平均値 最高値 平均値 最高値 平均値 最高値 平均値

(施設 )

(果実 )

平成 8年

０

，
．
一
，
．
一
っ

ｍ
一
¨
一

茶

(露地

|1易被覆 )

(荒茶 )

平成 7年

３
一
９
一
５
■

「
一
″
一
８
葛

一
‐４
一
”

０

一
２

一
２

●

一
７

一
‐４

一
”

芥

(露地

簡易被覆)

(荒茶 )

平成 0年

摯
一̈０‐４一０・４

“
“
「
一「
一

きゅうり

(施設 )

(果 実 )

平成 lo年

仰
００４祀・００１一

１

一
３

一
，

一
―

一
３

一
７

(ll設 )

(果実)

平成 11

●

一
―

一
１

一
１

一
―

同

平成 12年

０

一
１

一
１

一
１

一
‐４
一
２‐
一
”

Ｄ
一
ｍ
・
０２
一
ｍ

●
一
０
一
０
一
↓

■ も も

(露地 )

(果実)

平成 12年

一
３

一
７

一
‐４

ω
一
∝
一
∞
一ω

ｍ
一
０
一
０
↓
¨

０ 〇

一
〇 ０

一
〇 ０

一
い
一「



作物名

(裁培形態)

(分析部lr)

試験年度

使用量

(g ai/1a)

使

IH

回

数

経

過

数

残 留 1直      (Ingよ g)

公 的 分 析 機 関 内 分 析 機 関

アtキ ノンル I  AKM 05
合 言|

最高値 1平均値 1最高値 1平均値 最高値 平均値 最高lb 平均値

さんしょう

(露地)

(果実)

平成 16年

/ / / / /
榔一喫一』一ｍ一榔

知
一
２
一

1う

'

/ / / / /
¨
一
４
一
〇７
一
曖
一
¨
一

一
一
０
一
０
一
〇
一
一
一

０

，
０

(露lL)

(果実 )

平成 17年

/ / / / /
/ / / / /

(露地 )

(果実)

平成 15年

５

¨
１

一
６

■

一̈̈
一ｍ一“

ネクタリン

(露地)

(果実)

平成 16年

/ / / / /
/ / / / /

やまのいも

(露地)

(塊茎 )

平成 18年

↓
一
『
一
●
一

０２

一
〇２

舵

曖

一

一
・０

一
一
４

型仰一悧一抑
あ ず き

(露地)

(子実)

平成 13年

０〇
一̈

作物名

(幾培形餃)

試験年度

剤型 (aつ

希釈倍数

t・ 用量
使用方法

使

用

回

数

経

過

曰

数

残 留 l●     (agなg)

公 的 分 析 機 関 社 内 分 析 機 関

アセキノシル
合 計

アセキノンル
合 計

最高l● 平均値 最高値 平rJ値 最高値 平均値 最高植 平均値

し  そ
(施設 )

(葉 )

平成 17年

〇

一
１

一
１ / / / / /
/ / / / /１

一
１

一
‐

いちご

(施設 )

(果実 )

平成 18年
２
一「
一憫
一“

フヾ′くイ‐V
(施設 )

(果実 )

,成 17年

/ / / / /
/ / / / /

(施設 )

(果実 )

平成 18年

/ / / / /
/ / / / /

０４
一
“
一
“
一
“

(施設 )

(果実 )

平成 19年

一

一
０

一
０

一
〇

さといも(葉柄 )

(施設 )

(果実 )

平成 18年

/ / / / /
Ｕ

一
１

一
‐ / / / / /

(施設 )

(果実 )

T‐成 19年

/ / / / /
/ / / / /
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農薬抄録アセキノシル (殺ダニ剤):ア ク

7日 改訂、一部公表予定

アセキノンル作物残留試験成績報告 :ア

年、未公表

ロカネショウ株式会社、平成 21年 9月

グロカネショウ株式会社、2005～ 2007

散布には ,′ ●アプル輛 効 lul分量 15%"を 111ヽ た

申請された本斉」の佼用
「
l数は l lrl散 布ご

'■
で,,る 。

農薬の使用時期が中詰された使用方法 It4,る 場 1年は '印 を付した。
全てのデークが定量限界未満ノ)場 合 iよ t争限界iたの平均にくを付 して記載 した.




